











Wiliamによって『Inside the black box』が出版されてから、特に欧米諸国
の教育界において注目を浴びるようになった。実際、2002年からOECDの














































施されたプロジェクトの中で『Inside the black box』は出版された。シス


























　上記のような形成的アセスメントの実践に向けて、The Black Box 
Assessment for Learning シリーズというものがある。このシリーズに
は、数学、科学、英語が含まれている。数学に関するブックレットは





⃝　ピア ‐ アセスメントとセルフ ‐ アセスメント
　上記の中で特徴的な内容は、ピア ‐ アセスメントとセルフ ‐ アセスメ
ントである。彼らは「セルフ ‐ アセスメントが形成的に学習を進めるた

































や、連立方程式 5 = 6y + 2x ， 2 = x + 3y のように学習者が認知的に葛藤
する問題を使用することを推奨している。
２．２．FAST SCASSによる形成的アセスメントの定義
























































（Mills, Strutchens & Petit, 2018, p.5）








形 成 的 ア セ ス メ ン ト は、 意 図 し た























　２章では、『Inside the black box』における形成的アセスメントの定義
とFAST SCASSによる定義（2006 ・2017）について述べた。それぞれを
比較するために表２を作成した。紙幅の都合上、末尾に掲載する。
　『Inside the black box』における形成的アセスメントの定義とFAST 











て、『Inside the black box』における形成的アセスメントは、学習者のニー
ズに合わせ“収集した情報をエビデンスとして今後の指導計画や授業デザ
インに反映させることを目的として行われる“学習者の情報を収集する行




　FAST SCASS 2006による定義とFAST SCASS 2017による定義を比較す
ると、FAST SCASS 2017では目的とプロセスがより詳細に示されたこと
















（Mills, Strutchens & Petit, 2018, p.6）。
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そ し て、 こ れ ら の 活 動
は、教授と学習を修正す
るためのフィードバック





に 実 際 に 使 用 さ れ る と
き、そのような評価は「形
成的アセスメント」にな
ります。（Black & Wiliam, 
1998, p.2）
形 成 的 ア セ ス メ ン ト と
は、 指 導 中 に 教 師 と 児
童・生徒によって使用さ
れ る プ ロ セ ス で、 意 図
し た 指 導 結 果 で あ る 児
童・ 生 徒 の 達 成 度 を 向
上 す る た め に 進 行 中 の
教 授（Teaching） と 学 習






























ド バ ッ ク を 提 供 す る こ
と；そして、
学習ストラテジーか、そ
れとも次の指導ステップ
を調整することにより学
習をより進めるためにエ
ビデンスとフィードバッ
クを使用すること。
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